
市議会だより　2021.11page.07

一 般 質 問

※脱炭素社会　　  地球温暖化の原因となる温室効果ガスの実質的な排出量ゼロを実現する社会。「カーボンニュートラル」とも呼ばれる。
　東広島市史編さん事業　　  東広島市の歴史を明らかにするとともに市民の郷土に対する理解と関心を深め、今後の魅力あるまちづ

くりに資するための基本的歴史資料として「東広島市史」を作成しようとするもので、10年程度の作成
期間を要するプロジェクト。

※内水氾濫　　  堤防から水が溢れなくても、河川へ排水する川や下水路の排水能力の不足などが原因で、降った雨を排水処理で
きなくて引き起こされる氾濫。

高
垣
市
政
と
２
期
目
へ
の

挑
戦
に
つ
い
て

質　

問

　

高
垣
市
長
に
お
い
て
は
、
こ
の
3
年

半
の
間
、
多
様
な
施
策
を
展
開
し
て
こ

ら
れ
た
。
そ
の
基
本
と
な
る
考
え
方
は
、

第
五
次
東
広
島
市
総
合
計
画
に
ま
と
め

ら
れ
、
平
成
30
年
7
月
豪
雨
災
害
等
へ

の
対
応
に
追
わ
れ
る
中
、
一
定
の
成
果

を
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
か
ら

高
垣
市
政
は
高
く
評
価
で
き
る
。
そ
こ

で
、
高
垣
市
政
1
期
目
の
成
果
と
課
題
、

2
期
目
挑
戦
へ
の
思
い
に
つ
い
て
お
聞

き
す
る
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

市
政
1
期
目
に
つ
い
て
は
、
2030
年
の

東
広
島
市
の
あ
る
べ
き
姿
を
描
き
な
が

ら
、
職
員
と
一
丸
と
な
っ
て
多
く
の
施

策
を
展
開
し
て
き
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、

東
広
島
市
特
有
の
課
題
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
再
度
市
民
の
皆
様
の
ご
負
託
が
い

た
だ
け
る
の
で
あ
れ
ば
「
や
さ
し
い
未

来
都
市
、
東
広
島
」
に
全
力
を
尽
く
し

て
ま
い
り
た
い
。

※
内
水
氾
濫
が
起
こ
る
原
因

は
何
か
？

質　

問

　
「
内
水
氾
濫
」
と
は
、
河
川
の
水
位

上
昇
に
よ
っ
て
、
支
流
や
用
水
路
な
ど

の
水
が
、
宅
地
等
に
あ
ふ
れ
出
る
現
象

だ
が
、
農
地
の
宅
地
化
に
よ
っ
て
、
そ

の
こ
と
が
助
長
さ
れ
は
し
な
い
か
。

答　

弁
／
前
延
副
市
長

　

貯
水
機
能
を
持
っ
た
農
地
の
宅
地
化

が
、
内
水
氾
濫
の
一
因
に
な
っ
て
い
る

地
区
も
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
そ
の

対
策
と
し
て
、
河
川
本
川
の
拡
幅
改
良
、

調
整
池
な
ど
の
設
置
が
考
え
ら
れ
る
。

※
脱
炭
素
社
会
の
実
現
！

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用

質　

問

　

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
て
本
市

の
意
気
込
み
と
国
の
施
策
へ
の
対
応
や
、

既
に
行
っ
て
い
る
事
業
の
進
捗
状
況
な

ど
を
伺
う
。
ま
た
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
活
用
に
つ
い
て
本
市
の
認
識
と
、

太
陽
光
発
電
に
関
す
る
本
市
の
状
況
と

普
及
の
方
向
性
、
課
題
点
を
伺
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
つ
い
て
は
、

社
会
全
体
の
意
識
が
高
ま
り
、
さ
ら
な

る
取
組
を
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
、
国
の
動
き
に
も
注
視
し
な
が

ら
各
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
に
つ
い
て
は
太

陽
光
発
電
を
中
心
に
普
及
促
進
し
て
い

く
。

歴
史
・
文
化
の
継
承
、
※
東

広
島
市
史
編
さ
ん
事
業
！

質　

問

　

本
年
度
着
手
し
た
東
広
島
市
史
編
さ

ん
事
業
に
つ
い
て
、
基
本
方
針
、
基
本

計
画
、
事
業
推
進
体
制
な
ど
や
歴
史
研

究
団
体
等
の
連
携
構
想
を
伺
う
。
ま
た
、

活
用
に
際
し
、
よ
り
親
し
み
や
す
い
コ

ミ
ッ
ク
本
の
制
作
を
提
言
す
る
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　
　
　
　

岡
田
生
涯
学
習
部
長

　

令
和
6
年
に
市
制
施
行
50
周
年
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
こ
の
事
業
を
記
念
碑

的
事
業
と
し
て
、
ま
ず
は
酒
造
り
の
歴

史
や
西
条
教
育
な
ど
、
近
現
代
史
の
刊

行
を
目
指
し
て
、「
東
広
島
市
史
編
さ

ん
委
員
会
」
を
設
置
し
、
関
係
者
と
連

携
し
な
が
ら
進
め
る
。
提
言
の
コ
ミ
ッ

ク
本
制
作
も
前
向
き
に
検
討
す
る
。

一 般 質 問

奥
お く や

谷　求
もとむ

（創志会）

質問した項目
■環境に配慮した社会システム
の構築

■歴史・文化の次世代への継承

一般質問の
動画はコチラ

北
きたばやし

林　光
みつあき

昭
（清新の会）

質問した項目
■東広島市政について
■東広島市の災害について

一般質問の
動画はコチラ
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一 般 質 問

※ＩＣＴ　　  情報通信技術。パソコンだけでなくスマートフォンやスマートスピーカーなど、様々な形状のコンピューターを使った情報処理や通
信技術の総称

　ＤＸ　　  デジタルトランスフォーメーションの略。進化したデジタル技術を浸透させることで人々の生活をあらゆる面でより良い方向に変化さ
せること。

本
市
の
交
通
安
全
施
策
に

つ
い
て

質　

問

　

令
和
3
年
6
月
に
起
き
た
千
葉
県

八や
ち
ま
た街
市
で
の
、
小
学
校
の
児
童
が
死

傷
し
た
交
通
事
故
を
受
け
開
催
さ
れ
た
、

本
市
で
の
通
学
路
安
全
推
進
会
議
等
の

開
催
状
況
と
、
各
小
中
学
校
等
か
ら
の

改
善
要
望
を
、
ど
の
様
に
地
域
や
学
校

へ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
て
い
る
の
か

を
伺
う
。

答　

弁
／
津
森
教
育
長

　
　
　
　

藤
野
危
機
管
理
担
当
理
事

　

今
年
度
は
、
千
葉
県
で
の
事
故
の
報

道
を
受
け
、
例
年
よ
り
1
か
月
早
い
7

月
7
日
に
東
広
島
市
通
学
路
安
全
推
進

会
議
を
開
催
し
、
各
学
校
か
ら
の
要
望

66
件
に
つ
い
て
確
認
し
、
9
月
を
目
途

に
合
同
点
検
を
予
定
し
て
い
る
。

　

地
域
や
学
校
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

に
つ
い
て
は
、
抽
出
し
た
危
険
な
場
所

の
調
査
・
検
討
を
行
い
、
信
号
機
や
一

時
停
止
標
識
の
新
設
等
、
地
域
や
通
学

路
の
交
通
安
全
に
反
映
さ
せ
て
い
る
。

災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り

の
推
進
に
つ
い
て

質　

問

　

近
年
の
市
街
地
の
拡
大
や
局
地
的
豪

雨
等
に
よ
り
、
西
条
町
土
与
丸
等
の
市

街
地
で
浸
水
被
害
が
発
生
し
て
い
る
。

治
水
対
策
の
早
急
な
対
応
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

答　

弁
／
廣
川
下
水
道
部
長

　

急
速
に
宅
地
化
が
進
む
西
条
地
区
の

低
い
土
地
で
の
浸
水
被
害
が
拡
大
傾
向

に
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
特
に
土
与

丸
地
区
に
お
い
て
は
、
現
地
を
調
査
し

対
応
を
検
討
す
る
。

※
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
い
て

質　

問

　

本
市
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
活
用
を
通

じ
て
、
地
域
の
活
性
化
及
び
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
東
広
島
市

地
域
情
報
化
計
画
を
2000
年
度
よ
り
策
定

さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
の
取
組
み
に
つ

い
て
伺
う
。

答　

弁
／
福
光
経
営
戦
略
担
当
理
事

　

第
五
次
東
広
島
市
総
合
計
画
の
方
針

を
踏
ま
え
、
今
年
2
月
に
、「
東
広
島

市
※
Ｄ
Ｘ
推
進
基
本
方
針
」を
策
定
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
市
民
・
暮
ら
し
の
Ｄ

Ｘ
、
大
学
・
産
業
Ｄ
Ｘ
等
の
重
点
分
野

を
中
心
に
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し

て
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
サ
ー
ビ

ス
を
、
分
か
り
や
す
く
、
最
適
な
や
り

方
で
、
提
供
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

本
市
の
Ｄ
Ｘ
に
関
す
る

取
組
に
つ
い
て

質　

問

　

5
つ
の
分
野
に
お
い
て
戦
略
的
か
つ

計
画
的
に
施
策
・
事
業
を
実
施
す
る
た

め
に
6
億
6
，
5
8
0
万
円
の
予
算
を

計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
主
な
事
業
の
進

捗
状
況
を
伺
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

本
年
度
、
Ｄ
Ｘ
の
推
進
と
し
て
35
事

業
を
掲
げ
、
21
の
事
業
が
す
で
に
実
施

済
、
ま
た
は
現
在
実
施
中
で
あ
る
。

　

主
な
事
業
と
し
て
、
福
祉
の
Ｄ
Ｘ
推

進
チ
ー
ム
で
は
、
介
護
予
防
効
果
検
証

を
目
的
に
、
通
い
の
場
の
デ
ー
タ
の
見

え
る
化
・
分
析
等
を
広
島
大
学
情
報
科

学
部
と
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
新
型
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
一
般
接
種
に
、
ウ
ェ

ブ
予
約
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
。

一 般 質 問

大
だいどう

道　博
ひ ろ お

夫
（創志会）

質問した項目
■ICT活用による行政サービス
の向上について

一般質問の
動画はコチラ

岡
お か だ

田　育
いくそう

三
（創志会）

質問した項目
■本市の交通安全施策について
■災害に強い地域づくりの推進
について

一般質問の
動画はコチラ



市議会だより　2021.11page.09

一 般 質 問

※若年性認知症　　18歳～64歳で発症する認知症のこと。

※ＩＣＴ　　８ページ参照
　モバイルルータ―　　  インターネットに接続するための通信端末であるWi－Fiルーターを持ち運びができるように小型化・軽

量化したもの

農
林
水
産
物
ブ
ラ
ン
ド
戦

略
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
取
組

質　

問

　

大
学
や
試
験
研
究
機
関
、
商
業
者
等

の
情
報
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
た
新
た

な
畜
産
経
営
部
門
と
し
て
地
鶏
事
業
が

3
年
前
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。
独
自
の
品

種
「
東
広
島
ブ
ラ
ン
ド
地
鶏
」
と
し
て

推
進
し
て
い
る
が
、
そ
の
生
産
拡
大
と

ブ
ラ
ン
ド
化
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

答　

弁
／
鈴
木
産
業
部
長

　

平
成
30
年
度
か
ら
令
和
2
年
度
ま
で

「
東
広
島
こ
い
地
鶏
」
を
開
発
し
、
広

島
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
「
ガ
ル
ス

ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
」
を
中
心
に
事
業

者
が
施
設
整
備
を
行
い
、
生
産
体
制
の

確
立
と
地
鶏
の
供
給
を
目
指
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

学
校
の
※
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備

状
況
に
つ
い
て

質　

問

　

現
在
、
児
童
生
徒
1
人
1
台
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
の
普
及
は
、
達
成
で
き
て
い
る

と
思
う
が
、
児
童
生
徒
各
々
の
家
庭
で

の
ネ
ッ
ト
環
境
の
違
い
が
あ
る
と
思
う
。

市
と
し
て
子
供
た
ち
へ
の
ネ
ッ
ト
環
境

づ
く
り
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
伺
う
。

答　

弁
／
津
森
教
育
長

　

就
学
援
助
家
庭
等
に
お
い
て
、
Ｗ
ｉ

‒

Ｆ
ｉ
環
境
が
整
っ
て
い
な
い
場
合
は
、

希
望
す
る
家
庭
に
※
モ
バ
イ
ル
ル
ー

タ
ー
の
貸
与
を
す
る
こ
と
で
、
家
庭
で

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
学
習

が
で
き
る
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
。

※
若
年
性
認
知
症
の
方
へ
の

支
援
に
つ
い
て

質　

問

　

人
口
比
か
ら
、
本
市
に
は
若
年
性
認

知
症
の
方
が
100
名
弱
程
度
い
る
と
推
測

さ
れ
る
が
、
現
在
市
が
把
握
し
て
い
る

若
年
性
認
知
症
の
方
の
人
数
と
、
ど
の

よ
う
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
か
伺
う
。

ま
た
、
若
年
性
認
知
症
の
市
民
・
企
業

へ
の
啓
発
・
広
報
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

答　

弁
／
上
田
健
康
福
祉
部
長

　

若
年
性
認
知
症
の
人
数
は
、
要
介
護

認
定
の
方
が
8
名
、
認
定
外
で
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
支
援
を
し
て
い
る
方

が
2
名
で
あ
り
、
現
時
点
で
全
体
数
は

把
握
し
て
い
な
い
。
支
援
に
つ
い
て
は
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
で
個
別
の

サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
。
普
及
・
啓

発
は
、
こ
こ
数
年
、
具
体
的
に
は
で
き

て
い
な
い
が
、
今
後
オ
ン
ラ
イ
ン
な
ど

も
含
め
、
効
果
的
に
進
め
て
い
く
。

東
広
島
市
地
域
共
生
推
進

条
例
に
つ
い
て

質　

問

　

本
市
で
は
、
東
広
島
市
地
域
共
生
社

会
の
形
成
を
図
る
た
め
の
施
策
の
推
進

に
関
す
る
条
例
を
制
定
さ
れ
た
が
、
そ

の
中
に
認
知
症
の
方
へ
の
関
わ
り
を
ど

の
よ
う
に
取
り
入
れ
て
い
る
の
か
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

本
市
の
地
域
共
生
推
進
条
例
は
、
認

知
症
の
方
を
含
む
す
べ
て
の
方
を
包
含

し
、
地
域
社
会
で
人
と
人
と
が
つ
な
が

り
、
互
い
を
尊
重
し
、
支
え
合
う
こ
と

を
目
指
す
も
の
で
、「
認
知
症
に
な
っ

て
も
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
通
じ
る
も
の

で
あ
る
と
考
え
る
。

一 般 質 問

牛
う し お

尾　容
よ う こ

子
（令和会）

質問した項目
■認知症になっても住みやすい
東広島を目指して

一般質問の
動画はコチラ

玉
たまがわ

川　雅
まさひこ

彦
（創志会）

質問した項目
■農を起点とした多様なビジネ
スの創出とブランド化の推進
について

■GIGAスクール構想の実現に
ついて

一般質問の
動画はコチラ
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一 般 質 問

※ＩＣＴ　　８ページ参照
　仮想空間　　コンピューターネットワーク上の仮想的な空間やコンピューターが作り出した人工的な環境。バーチャルスペース。

※バックキャスティング思考　　あるべき理想の姿から逆算してやるべきことを考える思考法。
　ディスレクシア　　読み書きに限定した困難さを持つ疾患。知的能力の低さや勉強不足が原因ではなく、脳機能の発達に問題があるとされている。
　はあとふる　　  東広島市子育て・障害総合支援センター。「子育て支援」と「障害者相談支援」の機能を併せ持ち、個々の機能の連携による相乗効果

をねらった複合的施設。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は

市
政
に
ど
う
影
響
す
る
？

質　

問

　

第
五
次
東
広
島
市
総
合
計
画
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
前
に
策

定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
本
市
の
未

来
の
姿
や
現
在
の
取
り
組
む
べ
き
課
題

等
は
見
直
し
を
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
？

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

第
五
次
東
広
島
市
総
合
計
画
は
、

※
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
思
考
に
よ

り
、
取
り
組
む
べ
き
課
題
を
設
定
し
て

い
る
。
こ
の
た
め
社
会
情
勢
の
変
化
が

あ
っ
て
も
目
指
す
べ
き
「
ま
ち
」
の
姿

に
変
更
は
な
い
た
め
影
響
は
受
け
な
い

も
の
と
考
え
て
い
る
。
但
し
、
人
の
行

動
を
期
待
す
る
分
野
に
は
影
響
が
出
て

い
る
の
で
、
非
対
面
で
も
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
可
能
と
す
る
デ
ジ
タ
ル

技
術
の
活
用
を
促
進
す
る
。

「
※
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
」
っ

て
何
？

質　

問

　

日
本
で
学
習
障
害
の
一
つ
と
さ
れ
る

デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
の
方
の
割
合
は
約

5
％
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
本
市
の

デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
へ
の
認
識
と
支
援
の

状
況
を
伺
う
。

答　

弁
／
上
田
健
康
福
祉
部
長

　

現
在
、
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
に
特
化
し

た
支
援
は
な
い
が
、「
※
は
あ
と
ふ
る
」

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
中
心
と
な
っ

て
、
支
援
が
必
要
な
方
の
把
握
に
努
め

て
い
る
。
さ
ら
に
今
後
は
自
立
支
援
協

議
会
を
活
用
し
、
関
係
者
の
認
識
醸
成

に
努
め
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
第
五
次
東

広
島
市
総
合
計
画
推
進

質　

問

　

総
合
計
画
の
主
な
取
組
み
と
し
て
、

感
染
症
に
対
す
る
予
防
接
種
率
の
向
上

及
び
ま
ん
延
の
未
然
防
止
を
掲
げ
て
い

る
。
未
知
の
ウ
イ
ル
ス
発
生
が
今
後
懸

念
さ
れ
る
な
か
、
兼
務
で
の
対
策
本
部

で
は
な
く
独
立
機
関
の
創
設
に
よ
り
、

市
民
へ
の
情
報
発
信
等
、
効
率
的
対
応

が
可
能
に
な
る
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

答　

弁
／
上
田
健
康
福
祉
部
長

　

国
は
高
度
な
知
見
を
持
つ
機
関
の
助

言
を
基
に
方
針
を
決
定
し
、
県
は
広
域

的
対
応
を
担
う
。
本
市
は
感
染
防
止
及

び
ワ
ク
チ
ン
接
種
等
に
対
応
し
て
い
る
。

こ
の
役
割
分
担
を
維
持
し
つ
つ
、
保
健

所
と
連
携
し
、
市
民
へ
の
情
報
発
信
を

よ
り
的
確
に
行
っ
て
い
く
。

激
甚
化
す
る
災
害
下
で
の

総
合
計
画
推
進

質　

問

　

総
合
計
画
に
河
川
及
び
急
傾
斜
地
の

整
備
を
掲
げ
て
い
る
。
社
会
資
本
整
備

に
よ
る
強
靭
化
も
必
要
で
あ
る
が
、
過

去
の
知
見
及
び
※
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
活
か

し
、
自
然
と
共
生
し
災
害
に
繋
が
ら
な

い
取
組
み
も
必
要
で
は
な
い
か
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

社
会
資
本
整
備
は
継
続
し
つ
つ
、
里

山
保
全
に
よ
る
災
害
に
強
い
緩
衝
帯
形

成
及
び
危
険
箇
所
か
ら
の
移
住
等
、
新

た
な
発
想
を
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
。

ま
た
※
仮
想
空
間
で
構
築
し
た
三
次
元

デ
ー
タ
に
よ
る
環
境
・
治
水
評
価
等
、

新
た
な
技
術
も
取
り
入
れ
る
な
ど
、
災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

一 般 質 問

景
かげやま

山　浩
ひろし

（市民クラブ）

質問した項目
■第五次東広島市総合計画の推
進について

一般質問の
動画はコチラ

重
しげみつ

光　秋
と き じ

治
（龍馬会）

質問した項目
■SDGsについて

一般質問の
動画はコチラ
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一 般 質 問

※内水浸水対策　　雨水排水能力を超える降雨により、雨を河川等の公共の水域に放流できない場合に発生する浸水への対策。
　雨水幹線　　道路側溝などの枝線から集まった雨水を取り込んで河川へ排除するための大きな雨水管。
　流域治水　　  河川管理者が主体となって行う治水対策に加え、氾濫域も含めて一つの流域として捉え、その河川流域全体のあらゆる関係者が協働し、流域全体で水害

を軽減させる治水対策のこと。
　浚渫（しゅんせつ）　　（河川や港などの）水底の土砂をさらうこと。

地
域
強
靭
化
計
画
の
内
水

浸
水
対
策
に
つ
い
て

質　

問

　

東
広
島
市
地
域
強
靭
化
計
画
に
お
い

て
、
※
内
水
浸
水
対
策
と
し
て
「
浸
水

対
策
の
重
点
地
区
に
設
定
し
て
い
る
地

区
の
※
雨
水
幹
線
の
整
備
等
を
行
う
」

と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
行
う

の
か
を
問
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

急
速
に
宅
地
化
が
進
む
黒
瀬
川
上
流

の
深
堂
川
及
び
中
川
の
流
域
に
お
い
て
、

昨
年
度
ま
で
に
県
と
連
携
し
て
総
合
的

な
治
水
対
策
方
針
を
決
定
し
、
今
年
度

よ
り
調
整
池
の
新
設
や
廃
止
た
め
池
を

利
用
し
た
雨
水
調
整
施
設
の
設
置
に
着

手
し
た
。
他
の
地
域
で
も
「
※
流
域
治

水
」の
考
え
方
で
、対
策
を
進
め
て
い
く
。

河
川
整
備
及
び
管
理
の

推
進
に
つ
い
て

質　

問

　

豪
雨
に
よ
り
水
量
が
増
え
る
と
、
住

宅
地
及
び
道
路
が
冠
水
す
る
被
害
が

度
々
起
こ
る
。
被
害
を
最
小
限
に
す
る

た
め
に
※

浚し
ゅ
ん
せ
つ渫
工
事
が
重
要
と
捉
え

る
が
、
現
状
の
進
捗
及
び
今
後
の
計
画

を
問
う
。

答　

弁
／
中
谷
建
設
部
長

　

県
が
令
和
3
年
3
月
に
策
定
し
た

「
河
川
内
の
堆
積
土
等
除
去
計
画
2021
」

に
基
づ
き
、
浚
し
ゅ
ん
せ
つ渫が
行
わ
れ
る
こ
と
と

な
っ
て
お
り
、
本
市
か
ら
も
地
域
か
ら

の
要
望
を
伝
え
、
申
し
入
れ
を
行
っ
て

い
る
。
一
方
、
市
が
管
理
す
る
普
通
河

川
の
う
ち
緊
急
対
応
が
必
要
な
も
の

な
ど
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て

浚し
ゅ
ん
せ
つ
渫
を
行
っ
て
い
く
。

第
五
次
東
広
島
市
総
合
計

画
の
中
の
地
域
別
計
画
は

質　

問

　

第
五
次
東
広
島
市
総
合
計
画
に
定
め

た
地
域
別
計
画
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
行

動
計
画
と
い
う
形
で
更
に
具
体
化
さ
れ

よ
う
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
に
対

し
て
、
市
長
の
意
図
す
る
基
本
的
な
考

え
方
を
伺
う
。
ま
た
、
旧
町
単
位
ご
と

に
具
体
的
な
行
動
計
画
を
策
定
さ
れ
る

が
、
現
在
の
取
組
み
状
況
を
伺
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

地
域
別
計
画
を
よ
り
具
体
化
す
る
た

め
に
、
市
内
9
つ
の
町
の
特
性
を
生
か

し
な
が
ら
地
域
の
思
い
や
将
来
ビ
ジ
ョ

ン
を
市
民
と
行
政
が
共
有
し
、
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
。
こ
れ
ま
で
の
間
、

「
ま
ち
づ
く
り
夢
ト
ー
ク
」
な
ど
様
々

な
機
会
を
捉
え
、
地
域
と
の
対
話
を
進

め
て
き
た
と
こ
ろ
だ
が
、
地
域
の
思
い

に
市
が
寄
り
添
っ
て
具
体
化
し
、
行
動

計
画
を
策
定
し
た
い
。

公
共
施
設
の
維
持
管
理
に

つ
い
て

質　

問

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
安
全
で
快
適

に
利
用
で
き
る
施
設
の
整
備
、
特
に
施

設
内
の
ト
イ
レ
の
改
修
や
屋
外
施
設
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
へ
の
屋
根
付
き
休
憩
所
の

設
置
に
つ
い
て
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

答　

弁
／
江
口
財
務
部
長

　

公
共
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
優

先
順
位
を
定
め
計
画
的
に
行
う
。
特
に
、

一
部
を
除
い
た
保
育
施
設
の
ト
イ
レ
の

改
修
は
令
和
4
〜
5
年
度
で
改
修
し
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
等
の
屋
根
付
き
休
憩
所
に

つ
い
て
は
、
利
用
形
態
を
考
慮
し
た
上

で
対
応
す
る
。

一 般 質 問

池
い け だ

田　隆
たかおき

興
（清新の会）

質問した項目
■第五次東広島市総合計画の中
の地域別計画について

■公共施設の維持管理について
■東広島市の地籍調査について

一般質問の
動画はコチラ

中
なかがわ

川　修
おさむ

（市民クラブ）

質問した項目
■近年の雨による災害について
■コロナ禍における児童生徒の
安全について

一般質問の
動画はコチラ
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一 般 質 問

※ガイドライン　　  令和２年５月に、内閣府男女共同参画局が、災害対応に当たって地方公共団体が取り組むべき事項をまとめ
た『災害対応力を強化する女性の視点～男女共同参画の視点からの防災・復興ガイドライン～』。

女
性
の
視
点
か
ら
の

防
災
・
復
興
に
つ
い
て

質　

問

　

2021
年
8
月
、「
女
性
の
視
点
か
ら
の

防
災
・
復
興
に
つ
い
て
〜
地
方
公
共
団

体
の
取
組
推
進
の
た
め
に
〜
」
と
の
方

向
性
が
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
か
ら

示
さ
れ
た
。
災
害
が
頻
発
す
る
中
、
極

め
て
重
要
な
視
点
と
考
え
る
が
、
本
市

の
認
識
を
伺
う
。
ま
た
、
国
の
※
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
で
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら

の
教
訓
と
し
て
、
次
の
3
点
の
必
要
性

が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
本
市
の
方
向
性

を
伺
う
。

　

①
政
策
・
方
針
を
決
め
る
過
程
に
女

性
が
参
画
し
て
い
な
い
。

　

②
災
害
対
応
に
お
い
て
男
女
の
ニ
ー

ズ
の
違
い
に
配
慮
が
な
い
。

　

③
災
害
が
起
き
て
か
ら
急
に
男
女
共

同
参
画
の
視
点
で
対
応
で
き
な
い
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
「
平
常
時
か

ら
の
男
女
共
同
参
画
の
推
進
が
防
災
・

復
興
の
基
盤
と
な
る
」
な
ど
の
基
本
方

針
と
、「
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

作
成
・
修
正
」「
自
主
防
災
組
織
」「
物

資
の
供
給
」「
避
難
所
の
生
活
環
境
の

改
善
」
な
ど
35
の
取
り
組
む
べ
き
事
項

が
示
さ
れ
て
い
る
。
令
和
2
年
3
月
に

作
成
し
た
「
第
3
次
東
広
島
市
男
女
共

同
参
画
推
進
計
画
」
に
お
い
て
、
基
本

目
標
の
「
安
心
づ
く
り
」
に
方
向
性
と

し
て
、「
防
災
に
お
け
る
男
女
共
同
参

画
の
推
進
」
を
位
置
付
け
、
自
主
防
災

組
織
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
啓
発

や
男
女
共
同
参
画
の
視
点
に
立
っ
た
避

難
所
の
運
営
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

国
の
示
す
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参
考
に
意

見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
女
性
の
視
点

か
ら
の
防
災
・
復
興
に
取
り
組
む
。

通
学
路
の
総
点
検
・
調
査

の
実
施
に
つ
い
て

質　

問

　

通
学
路
の
総
点
検
・
調
査
を
踏
ま
え

た
危
険
箇
所
の
整
備
の
進
捗
状
況
と
周

知
に
つ
い
て
伺
う
。
点
検
結
果
が
出
て

も
す
ぐ
に
対
応
が
で
き
な
い
通
学
路
の

対
策
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
か
伺
う
。

学
校
に
お
い
て
登
下
校
の
指
導
及
び
情

報
把
握
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
し
て

い
る
の
か
伺
う
。

答　

弁
／
津
森
教
育
長

　

毎
年
、
通
学
路
安
全
推
進
会
議
を

行
っ
て
お
り
、
今
年
度
の
会
議
で
は
改

善
要
望
66
件
の
う
ち
必
要
箇
所
に
つ
い

て
、
9
月
を
目
途
に
合
同
点
検
を
行
う
。

す
ぐ
に
対
応
が
で
き
な
い
箇
所
に
つ
い

て
は
、
学
校
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
情
報
共
有
し
、

通
学
路
に
出
て
誘
導
を
行
う
な
ど
、
安

全
を
確
保
し
て
い
る
。

　

危
険
箇
所
の
情
報
に
つ
い
て
は
、
保

護
者
や
地
域
の
関
係
団
体
等
と
連
携
し

把
握
し
て
お
り
、
児
童
に
周
知
・
指
導

し
て
い
る
。

危
機
管
理
行
政
に
つ
い
て

質　

問

　

防
災
ラ
ジ
オ
の
電
波
が
届
か
な
い
地

域
に
つ
い
て
の
対
策
は
、
ど
の
よ
う
に

さ
れ
て
い
る
か
伺
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

災
害
関
連
情
報
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
の
状
況
に
応
じ
て
適
切
か
つ
確
実
に

発
信
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
一
人

一
人
に
、
よ
り
適
切
な
避
難
行
動
を
促

す
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
し
、

「
災
害
死
ゼ
ロ
」
の
実
現
を
目
指
す
。

一 般 質 問

加
か ね

根　佳
よ し き

基
（公明党）

質問した項目
■通学路の総点検・調査の実施
について

■危機管理行政について
■小中学校の新型コロナウイル
ス感染症対策について

一般質問の
動画はコチラ

竹
たけがわ

川　秀
ひであき

明
（公明党）

質問した項目
■女性の視点からの防災・復興
について

一般質問の
動画はコチラ
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一 般 質 問

※流域治水　　11ページ参照

※地域防災マップ　　  各地域において、災害発生時に地域の役立つものや危険な箇所について、行政ではなく地域住民が主体と
なり作成する防災地図のこと。

防
災
マ
ッ
プ
に
疑
問
？

机
上
論
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

質　

問

　

6
月
配
布
の
新
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に

「
地
域
の
浸
水
区
域
が
載
っ
て
い
な
い
」

と
市
民
か
ら
疑
問
の
声
が
上
が
っ
て
い

る
。
市
は
「
過
去
の
浸
水
実
績
を
掲
載

す
る
た
め
平
成
30
年
7
月
豪
雨
の
浸
水

実
績
調
査
を
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
コ

ロ
ナ
禍
で
不
測
の
時
間
を
要
し
、
掲
載

で
き
な
か
っ
た
」
と
回
答
。
主
要
5
県

河
川
の
浸
水
想
定
区
域
だ
け
の
表
示
で

は
、
机
上
論
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
言

わ
ざ
る
を
得
な
い
。
出
水
期
に
間
に
合

わ
せ
る
こ
と
を
優
先
し
た
、
い
わ
ゆ
る

「
お
役
所
仕
事
」
で
は
な
い
か
。

答　

弁
／
藤
野
危
機
管
理
担
当
理
事

　

浸
水
実
績
は
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
掲

載
し
な
く
て
も
避
難
に
大
き
な
支
障
は

な
い
と
考
え
た
が
、
市
民
へ
の
災
害
に

対
す
る
注
意
喚
起
や
避
難
へ
の
啓
発
に

な
る
の
で
、
既
存
の
デ
ー
タ
を
掲
載
す

べ
き
だ
っ
た
と
反
省
し
て
い
る
。

※
地
域
防
災
マ
ッ
プ
作
成

の
積
極
的
支
援
を
明
言
‼

質　

問

　

今
年
度
広
島
県
は
本
市
す
べ
て
の
県

河
川
に
つ
い
て
浸
水
想
定
区
域
を
指
定

す
る
予
定
。
マ
ッ
プ
の
完
成
を
少
し
遅

ら
せ
れ
ば
、
よ
り
市
民
の
役
に
立
つ
有

効
な
マ
ッ
プ
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

平
成
30
年
7
月
豪
雨
の
浸
水
区
域
が

整
理
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
は
申
し
訳

な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
実
情
に
応

じ
た
避
難
経
路
な
ど
、
地
域
防
災
マ
ッ

プ
を
作
成
す
る
際
に
は
、
適
切
な
情
報

提
供
な
ど
、
し
っ
か
り
と
支
援
す
る
。

あ
ら
ゆ
る
関
係
者
が
協
働

す
る
治
水
対
策
に
つ
い
て

質　

問

　

近
年
、
豪
雨
災
害
が
頻
発
し
て
お
り
、

河
川
の
流
域
全
体
で
の
取
組
み
や
あ
ら

ゆ
る
関
係
者
と
協
働
し
た
治
水
対
策
が

必
要
で
あ
る
。
水
田
地
帯
で
あ
る
本
市

は
、
利
水
関
係
者
と
の
協
働
が
有
効
で

あ
り
、
た
め
池
等
の
事
前
放
流
の
動
機

付
け
と
な
る
交
付
金
制
度
の
創
設
が
で

き
な
い
か
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　
　
　
　

中
谷
建
設
部
長

　

こ
れ
ま
で
は
、
河
川
管
理
者
等
が
そ

れ
ぞ
れ
の
施
設
の
整
備
を
行
っ
て
き
た

が
、
気
候
変
動
に
よ
り
対
応
出
来
な
く

な
っ
て
お
り
、
あ
ら
ゆ
る
関
係
者
が
協

働
す
る
「
※
流
域
治
水
」
へ
の
転
換
が

必
要
で
あ
る
。
た
め
池
等
の
活
用
や
事

前
放
流
の
動
機
付
け
と
な
る
交
付
金
制

度
の
創
設
等
に
つ
い
て
、
今
後
検
討
す

る
。公

共
施
設
（
石
碑
）
の

適
正
な
管
理
に
つ
い
て

質　

問

　

本
市
が
管
理
す
る
施
設
内
に
多
数
の

石
碑
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
管
理
上
の

責
任
を
負
う
者
、
地
震
等
に
対
す
る
安

全
性
に
つ
い
て
把
握
で
き
て
い
る
の
か
。

答　

弁
／
江
口
財
務
部
長

　

学
校
、
公
園
等
の
石
碑
は
把
握
し
て

い
る
が
、
全
て
は
把
握
で
き
て
い
な
い
。

管
理
責
任
は
建
立
さ
れ
た
方
等
に
あ
る

が
、
市
有
地
の
場
合
は
市
に
も
あ
り
、

全
容
の
確
認
を
行
う
と
と
も
に
、
管
理

状
況
が
不
良
な
場
合
は
、
住
民
自
治
協

議
会
等
に
相
談
し
な
が
ら
対
応
を
進
め

る
。

一 般 質 問

田
た さ か

坂　武
たけふみ

文
（令和会）

質問した項目
■公共施設の適正管理について
■治水対策について

一般質問の
動画はコチラ

重
しげもり

森　佳
か よ こ

代子
（清新の会）

質問した項目
■危機管理“お役所仕事”に疑問
■脱“お役所仕事”職員の意識改
革について

一般質問の
動画はコチラ
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一 般 質 問

小
中
学
校
の
長
寿
命
化
・

増
改
築
に
つ
い
て

質　

問

　

小
中
学
校
の
長
寿
命
化
・
増
改
築
に

つ
い
て
問
う
。

答　

弁
／
國
廣
学
校
教
育
部
長

　

中
長
期
的
な
整
備
計
画
と
な
る
「
東

広
島
市
学
校
施
設
長
寿
命
化
計
画
」
を

昨
年
度
策
定
し
た
。

　

建
築
後
30
年
を
経
過
し
て
い
る
学
校

施
設
が
58
％
あ
り
、
今
後
劣
化
が
加
速

す
る
懸
念
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
年
度
、

こ
の
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
く
最
初
の

工
事
と
し
て
、
築
年
数
の
古
い
、
東
西

条
小
学
校
と
西
条
中
学
校
の
設
計
に
と

り
か
か
っ
た
。

　

児
童
生
徒
の
学
習
意
欲
を
向
上
さ
せ

る
と
と
も
に
健
康
に
配
慮
し
た
、
質
の

高
い
教
育
環
境
を
整
備
し
て
い
く
。

小
中
学
校
の
教
員
の
不
足

に
つ
い
て

質　

問

　

教
員
志
望
者
の
減
少
理
由
と
対
策
に

つ
い
て
問
う
。

答　

弁
／
津
森
教
育
長

　

長
時
間
勤
務
や
保
護
者
の
要
望
の
多

様
化
等
に
よ
り
、
教
員
の
負
担
が
増
大

し
て
い
る
こ
と
が
原
因
と
考
え
る
。

　

長
時
間
勤
務
を
低
減
す
る
対
策
と
し

て
、
働
き
方
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

他
に
も
、
中
学
校
の
部
活
動
指
導
の
在

り
方
に
つ
い
て
、
外
部
有
識
者
に
よ
る

検
討
委
員
会
で
、
現
在
協
議
し
て
い
る
。

　

ま
た
こ
こ
数
年
教
員
の
早
期
退
職
者

が
増
加
し
、
本
年
度
も
厳
し
い
状
況
が

見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
県
教
育
委
員

会
に
中
長
期
的
な
視
野
で
の
適
正
な
教

員
採
用
と
配
置
を
強
く
要
望
し
た
い
。

片
かたやま

山　貴
た か し

志
（創生会）

質問した項目
■持続可能な学校運営について

一般質問の
動画はコチラ

政策研究会が生まれ変わりました
　市政に関する重要な政策や地域課題について、※これまで以上に機動性をもって調査・研究
を行うことができるよう、政策研究会を見直しました。
　新しい政策研究会では、会派や委員会の枠を超えて複数の議員で構成する研究会を結成し、
特定のテーマを掲げて調査・研究を進めます。
※ これまでは議員の中から８名を政策研究会委員として選任し、市民や議員から提案を受けた
案件や重要な政策課題について、調査研究を行う常任委員会を決定するなどの調整を行って
いました。
　９月現在で、次の４つの政策研究会を結成・活動しています。

政策研究会の名称 調査・研究の内容 構成議員数

消防団研究会 消防団員の確保と処遇改善など ４名

アグリ研究会 農業の担い手確保対策、収益性の高い仕組
みづくりなど ４名

グローカル経済研究会 市内の経済活性化、市内企業の国際化推進
など ５名

情報アクセシビリティ研究会 市民への情報発信の在り方など ４名


